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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段に複数の選択肢を表示するように制御する表示制御手段と、
　前記表示手段に対するタッチ操作を受け付けるタッチ操作受付手段と、
　選択されている選択肢に関するガイダンス表示を行うガイダンスＯＮと、ガイダンス表
示を行わないガイダンスＯＦＦとを切り換える切換手段と、
　ガイダンスＯＮのとき、前記複数の選択肢のうち選択されていない選択肢がタッチされ
ると、タッチされた選択肢を選択状態にし、他の選択肢を少なくとも１つ表示したまま該
選択状態の選択肢のガイダンスを表示し、選択状態の選択肢がタッチされるとタッチされ
た選択肢の決定動作をするように制御し、
　ガイダンスＯＦＦのとき、タッチされた選択肢が選択状態か否かにかかわらず、選択肢
がタッチされるとタッチされた選択肢の決定動作を行うように制御する制御手段であって
、
　画面の第１の領域に表示された選択肢がタッチされた場合は前記ガイダンスを第２の領
域へ表示し、前記第２の領域に表示された選択肢がタッチされた場合は前記ガイダンスを
前記第１の領域に表示するように制御する制御手段と
を有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記第１の領域は画面の下半分であり、前記第２の領域は画面の上半分であることを特
徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
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【請求項３】
　表示手段に複数の選択肢を表示するように制御する表示制御手段と、
　前記表示手段に対するタッチ操作を受け付けるタッチ操作受付手段と、
　選択されている選択肢に関するガイダンス表示を行うガイダンスＯＮと、ガイダンス表
示を行わないガイダンスＯＦＦとを切り換える切換手段と、
　選択肢の設定状態を表示する設定表示状態と、選択肢を選択および決定させる設定状態
とを切り換える状態切換手段と、
　ガイダンスＯＮのとき、前記複数の選択肢のうち選択されていない選択肢がタッチされ
ると、タッチされた選択肢を選択状態にし、他の選択肢を少なくとも１つ表示したまま該
選択状態の選択肢のガイダンスを表示し、選択状態の選択肢がタッチされるとタッチされ
た選択肢の決定動作をするように制御し、
　ガイダンスＯＦＦのとき、タッチされた選択肢が選択状態か否かにかかわらず、選択肢
がタッチされるとタッチされた選択肢の決定動作を行うように制御する制御手段であって
、
　前記状態切換手段によって前記設定表示状態から前記設定状態に切り換えられたときに
限りガイダンスＯＮ、ＯＦＦの状態にかかわらずガイダンスを表示しないように制御する
制御手段とを有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記状態切換手段によって前記設定表示状態から前記設定状態に切り
換えられたとき、前記設定状態で最後に選択状態にされた選択肢を前記選択状態に設定す
ることを特徴とする請求項３に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記選択肢の決定動作は、それまで表示していた選択肢をすべて消去して選択肢の設定
サブ画面を開く動作であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の表示
制御装置。
【請求項６】
　前記複数の選択肢のうち、第１の選択肢が選択され、該第１の選択肢のガイダンスが表
示されている場合、第２の選択肢は前記ガイダンスに重ならずに同時に表示され、前記複
数の選択肢のうち、第２選択肢が選択され、該第２の選択肢のガイダンスが表示されてい
る場合、前記第１の選択肢は前記ガイダンスに重ならずに同時に表示されることを特徴と
する請求項１乃至５のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　撮像手段を更に有し、
　前記複数の選択肢として、前記撮像手段での撮像に関する設定値であるシャッター値、
絞り値、ＩＳＯ感度値が前記表示手段に表示され、
　前記シャッター値、前記絞り値、前記ＩＳＯ感度値のいずれか１つが選択状態にあり、
ガイダンスが表示されているとき、前記シャッター値、前記絞り値、前記ＩＳＯ感度値は
ガイダンスに重ならず同時に表示されていることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか
１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　表示手段に複数の選択肢を表示するように制御する表示制御ステップと、
　前記表示手段に対するタッチ操作を受け付けるタッチ操作受付ステップと、
　選択されている選択肢に関するガイダンス表示を行うガイダンスＯＮと、ガイダンス表
示を行わないガイダンスＯＦＦとを切り換える切換ステップと、
　ガイダンスＯＮのとき、前記複数の選択肢のうち選択されていない選択肢がタッチされ
ると、タッチされた選択肢を選択状態にし、他の選択肢を少なくとも１つ表示したまま該
選択状態の選択肢のガイダンスを表示し、選択状態の選択肢がタッチされるとタッチされ
た選択肢の決定動作をするように制御し、
　ガイダンスＯＦＦのとき、タッチされた選択肢が選択状態か否かにかかわらず、選択肢
がタッチされるとタッチされた選択肢の決定動作を行うように制御する制御ステップであ
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って、画面の第１の領域に表示された選択肢がタッチされた場合は前記ガイダンスを第２
の領域へ表示し、前記第２の領域に表示された選択肢がタッチされた場合は前記ガイダン
スを前記第１の領域に表示するように制御する制御ステップと
を有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項９】
　表示手段に複数の選択肢を表示するように制御する表示制御ステップと、
　前記表示手段に対するタッチ操作を受け付けるタッチ操作受付ステップと、
　選択されている選択肢に関するガイダンス表示を行うガイダンスＯＮと、ガイダンス表
示を行わないガイダンスＯＦＦとを切り換える切換ステップと、
　選択肢の設定状態を表示する設定表示状態と、選択肢を選択および決定させる設定状態
とを切り換える状態切換ステップと、
　ガイダンスＯＮのとき、前記複数の選択肢のうち選択されていない選択肢がタッチされ
ると、タッチされた選択肢を選択状態にし、他の選択肢を少なくとも１つ表示したまま該
選択状態の選択肢のガイダンスを表示し、選択状態の選択肢がタッチされるとタッチされ
た選択肢の決定動作をするように制御し、
　ガイダンスＯＦＦのとき、タッチされた選択肢が選択状態か否かにかかわらず、選択肢
がタッチされるとタッチされた選択肢の決定動作を行うように制御する制御ステップであ
って、
　前記状態切換ステップにおいて前記設定表示状態から前記設定状態に切り換えられたと
きに限りガイダンスＯＮ、ＯＦＦの状態にかかわらずガイダンスを表示しないように制御
する制御ステップとを有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１乃至７のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段と
して機能させるプログラム。
【請求項１１】
　コンピュータを、請求項１乃至７のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段と
して機能させるプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示制御装置および表示制御装置の制御方法に関し、特に、項目一覧の中から
タッチで項目を選択するタッチパネルに用いて好適な技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年タッチパネルを用いた入力装置が主流になっており、選択肢を確定させる操作を簡
単にさせる方法が提案されている（特許文献１）。また、ユーザへのアシスト機能として
ガイダンス表示する装置がある。ガイダンス表示する装置においては、選択状態にある選
択肢の項目に関する情報や、制約事項や警告などが画面に表示されるため、操作に不慣れ
なユーザでも安心して使用することができる。
【０００３】
　選択肢を選択してサブ画面に遷移させる表示方法をタッチパネルで行う場合、選択肢に
カーソルを当ててガイダンスを表示させる選択肢選択動作と、サブ画面に遷移させる選択
肢決定動作を実現する必要がある。これら２つの動作を実現させるために、選択肢への１
度目のタッチで選択状態にしてガイダンスを表示させ、選択状態の選択肢への２度目のタ
ッチで決定操作を行いサブ画面に遷移する方法がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－５９８２０号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ガイダンス表示をするか否かを選択できる機能がある装置において、ガイダンスを表示
しない設定の場合、ガイダンス表示が不要にもかかわらず、選択肢の選択、決定のために
２度タッチしないと選択肢を決定することができない。このため、サブ画面に遷移するた
めの操作の手間が増えてしまう問題点があった。
　本発明は前述の問題点に鑑み、ガイダンス表示しない場合には、ガイダンス表示する場
合に比べてタッチ回数を少なくできるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の発明によれば、表示制御装置は、表示手段に複数の選択肢を表示するよ
うに制御する表示制御手段と、前記表示手段に対するタッチ操作を受け付けるタッチ操作
受付手段と、選択されている選択肢に関するガイダンス表示を行うガイダンスＯＮと、ガ
イダンス表示を行わないガイダンスＯＦＦとを切り換える切換手段と、ガイダンスＯＮの
とき、前記複数の選択肢のうち選択されていない選択肢がタッチされると、タッチされた
選択肢を選択状態にし、他の選択肢を少なくとも１つ表示したまま該選択状態の選択肢の
ガイダンスを表示し、選択状態の選択肢がタッチされるとタッチされた選択肢の決定動作
をするように制御し、ガイダンスＯＦＦのとき、タッチされた選択肢が選択状態か否かに
かかわらず、選択肢がタッチされるとタッチされた選択肢の決定動作を行うように制御す
る制御手段であって、画面の第１の領域に表示された選択肢がタッチされた場合は前記ガ
イダンスを第２の領域へ表示し、前記第２の領域に表示された選択肢がタッチされた場合
は前記ガイダンスを前記第１の領域に表示するように制御する制御手段とを有することを
特徴とする。
　請求項３記載の発明によれば、表示制御装置は、表示手段に複数の選択肢を表示するよ
うに制御する表示制御手段と、前記表示手段に対するタッチ操作を受け付けるタッチ操作
受付手段と、選択されている選択肢に関するガイダンス表示を行うガイダンスＯＮと、ガ
イダンス表示を行わないガイダンスＯＦＦとを切り換える切換手段と、選択肢の設定状態
を表示する設定表示状態と、選択肢を選択および決定させる設定状態とを切り換える状態
切換手段と、ガイダンスＯＮのとき、前記複数の選択肢のうち選択されていない選択肢が
タッチされると、タッチされた選択肢を選択状態にし、他の選択肢を少なくとも１つ表示
したまま該選択状態の選択肢のガイダンスを表示し、選択状態の選択肢がタッチされると
タッチされた選択肢の決定動作をするように制御し、ガイダンスＯＦＦのとき、タッチさ
れた選択肢が選択状態か否かにかかわらず、選択肢がタッチされるとタッチされた選択肢
の決定動作を行うように制御する制御手段であって、前記状態切換手段によって前記設定
表示状態から前記設定状態に切り換えられたときに限りガイダンスＯＮ、ＯＦＦの状態に
かかわらずガイダンスを表示しないように制御する制御手段とを有することを特徴とする
。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、ガイダンス表示しない場合にガイダンス表示する場合に比べてタッチ
回数を少なくすることが可能となり、ガイダンス表示しない場合の決定操作を簡単にする
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態の表示制御装置を実現するための構成例を示すブロック図である。
【図２】メニュー画面とガイダンス表示画面を示す図である。
【図３】機能設定メイン画面へ入るための手順を示した画面例を示す図である。
【図４】ガイダンスＯＮにおける選択肢選択動作を説明する画面例を示す図である。
【図５】ガイダンスＯＮにおける選択肢決定動作を説明する画面例を示す図である。
【図６】ガイダンスＯＦＦにおける選択肢決定動作を説明する画面例を示す図である。
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【図７】機能設定画面に入るための処理手順を説明するフローチャートである。
【図８】選択肢選択および決定処理を説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１に、本発明を適用可能な表示制御装置１００の構成の一例を示す。本実施形態の表
示制御装置１００は、パーソナルコンピュータ（以下、ＰＣ）などを用いて構成可能なも
のである。
　図１において、内部バス１５０に対してＣＰＵ１０１、メモリ１０２、不揮発性メモリ
１０３、画像処理部１０４、ディスプレイ１０５、操作部１０６、記録媒体Ｉ/Ｆ１０７
、外部Ｉ/Ｆ１０９、通信Ｉ/Ｆ１１０が接続されている。内部バス１５０に接続される各
部は、内部バス１５０を介して互いにデータのやりとりを行うことができるようにされて
いる。
【００１０】
　メモリ１０２は、例えばＲＡＭ（半導体素子を利用した揮発性のメモリなど）からなる
。ＣＰＵ１０１は、例えば不揮発性メモリ１０３に格納されるプログラムに従い、メモリ
１０２をワークメモリとして用いて、表示制御装置１００の各部を制御する。不揮発性メ
モリ１０３には、画像データや音声データ、その他のデータ、ＣＰＵ１０１が動作するた
めの各種プログラムなどが格納される。不揮発性メモリ１０３は例えばハードディスク（
ＨＤ）やＲＯＭなどで構成される。
【００１１】
　画像処理部１０４は、ＣＰＵ１０１の制御に基づいて、不揮発性メモリ１０３や記録媒
体１０８に格納された画像データや、外部Ｉ/Ｆ１０９を介して取得した映像信号、通信
Ｉ/Ｆ１１０を介して取得した画像データなどに対して各種画像処理を施す。画像処理部
１０４が行う画像処理には、Ａ/Ｄ変換処理、Ｄ/Ａ変換処理、画像データの符号化処理、
圧縮処理、デコード処理、拡大／縮小処理（リサイズ）、ノイズ低減処理、色変換処理な
どが含まれる。画像処理部１０４は特定の画像処理を施すための専用の回路ブロックで構
成してもよい。また、画像処理の種別によっては画像処理部１０４を用いずにＣＰＵ１０
１がプログラムに従って画像処理を施すことも可能である。
【００１２】
　ディスプレイ１０５は、ＣＰＵ１０１の制御に基づいて、画像やＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉ
ｃａｌ Ｕｓｅｒ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を構成するＧＵＩ画面などを表示する。ＣＰＵ１
０１は、プログラムに従い表示制御信号を生成し、ディスプレイ１０５に表示するための
映像信号を生成してディスプレイ１０５に出力するように表示制御装置１００の各部を制
御する。ディスプレイ１０５は、出力された映像信号に基づいて映像を表示する。なお、
表示制御装置１００自体が備える構成としては、ディスプレイ１０５に表示させるための
映像信号を出力するためのインターフェースまでとし、ディスプレイ１０５は外付けのモ
ニタ（テレビなど）で構成してもよい。
【００１３】
　操作部１０６は、キーボードなどの文字情報入力デバイスや、マウスやタッチパネルと
いったポインティングデバイス、ボタン、ダイヤル、ジョイスティック、タッチセンサ、
タッチパッドなどを含む、ユーザ操作を受け付けるための入力デバイスである。なお、タ
ッチパネルは、ディスプレイ１０５に重ね合わせて平面的に構成され、接触された位置に
応じた座標情報が出力されるようにした入力デバイスである。本実施形態においては、操
作部１０６として、タッチパネルを用い、項目一覧の中からタッチで項目を選択するタッ
チ操作受付処理を行う。
【００１４】
　記憶媒体Ｉ/Ｆ１０７は、メモリカードやＣＤ、ＤＶＤといった記録媒体１０８が装着
可能とされ、ＣＰＵ１０１の制御に基づき、装着された記録媒体１０８からのデータの読
み出しや、記録媒体１０８に対するデータの書き込みを行う。外部Ｉ/Ｆ１０９は、外部
機器と有線ケーブルや無線によって接続し、映像信号や音声信号の入出力を行うためのイ
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ンターフェースである。通信Ｉ／Ｆ１１０は、外部機器やインターネット１１１などと通
信して、ファイルやコマンドなどの各種データの送受信を行うためのインターフェースで
ある。
【００１５】
　なお操作部１０６にタッチパネルが含まれる場合、ＣＰＵ１０１はタッチパネルへの以
下の操作を検出できる。タッチパネルを指やペンで触れたこと（以下、タッチダウンと称
する）。タッチパネルを指やペンで触れている状態であること（以下、タッチオンと称す
る）。タッチパネルを指やペンで触れたまま移動していること（以下、ムーブと称する）
。タッチパネルへ触れていた指やペンを離したこと（以下、タッチアップと称する）。タ
ッチパネルに何も触れていない状態（以下、タッチオフと称する）。
【００１６】
　これらの操作や、タッチパネル上に指やペンが触れている位置座標は内部バス１５０を
通じてＣＰＵ１０１に通知され、ＣＰＵ１０１は通知された情報に基づいてタッチパネル
上にどのような操作が行なわれたかを判定する。ムーブについてはタッチパネル上で移動
する指やペンの移動方向についても、位置座標の変化に基づいて、タッチパネル上の垂直
成分・水平成分毎に判定できる。
【００１７】
　また、タッチパネル上をタッチダウンから一定のムーブを経てタッチアップをしたとき
、ストロークを描いたこととする。素早くストロークを描く操作をフリックと呼ぶ。フリ
ックは、タッチパネル上に指を触れたままある程度の距離だけ素早く動かして、そのまま
離すといった操作であり、言い換えればタッチパネル上を指ではじくように素早くなぞる
操作である。所定距離以上を、所定速度以上でムーブしたことが検出され、そのままタッ
チアップが検出されるとフリックが行なわれたと判定できる。
【００１８】
　また、所定距離以上を、所定速度未満でムーブしたことが検出された場合はドラッグが
行なわれたと判定するものとする。タッチパネルは、抵抗膜方式や静電容量方式、表面弾
性波方式、赤外線方式、電磁誘導方式、画像認識方式、光センサ方式等、様々な方式のタ
ッチパネルのうちいずれの方式のものを用いてもよい。
【００１９】
　前述のとおり、不揮発性メモリ１０３にはＣＰＵ１０１を制御するためのプログラムが
記憶されている。例えば、ガイダンスを表示させるための表示制御手段、ガイダンスの表
示をするか否かを切り換えるガイダンス表示切換手段、設定表示状態と設定状態を切り換
える状態切換手段が含まれる。
【００２０】
　ガイダンス表示制御手段は、選択状態にある選択肢に対応する文字列、例えば選択肢の
内容の説明や操作方法、選択肢に関する警告などを表示する制御を行う。
　図２－１は、ガイダンス表示切換手段を含むメニュー画面である。メニュー画面の設定
項目「機能ガイド」から「表示する」、「表示しない」を選択することによってガイダン
ス機能入り切りを切り替えることができる。以後、ガイダンス表示する状態を「ガイダン
スＯＮ」、ガイダンス表示しない状態を「ガイダンスＯＦＦ」と称する。
【００２１】
　設定表示状態は後述の設定状態表示画面であり、また同様に設定状態は設定メイン画面
を意味する。前述した表示制御手段はこの設定状態表示画面と設定メイン画面を切り換え
る手段を含む。
【００２２】
　図２－２、図２－３は設定状態表示画面におけるガイダンス表示例を示す図である。こ
の例は、撮像手段を備えた撮像装置に用いられている表示制御装置の例を示している。撮
像手段は、シャッター制御手段、絞り制御手段、ＩＳＯ感度制御手段を含む。選択肢であ
るシャッター値が選択状態になっている場合、選択肢のシャッター値を隠さない下半分領
域である第１の領域にガイダンスが表示される。また、選択肢であるＡＷＢが選択状態に
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なっている場合、選択肢のＡＷＢが隠れないように上半分領域である第２の領域にガイダ
ンスが表示される。
【００２３】
　カメラ制御の設定項目であるシャッター値、絞り値、ＩＳＯ感度値は設定値が互いに関
連しているため、また、撮影時に頻繁に切り換えるために、設定時に同時に見えているこ
とが好ましい。また、これらの設定値の組み合わせで露出と撮影画像の明るさが決まるた
め、相関を把握する必要があるからである。そのため、選択肢として上半分のブロックに
並べられている。図２－２に示すように、シャッター値、絞り値、ＩＳＯ感度値のいずれ
か１つが選択状態にあるとき、ガイダンスによって隠されることなく同時に表示を行うこ
とが可能である。
【００２４】
　以下に、本発明の特長であるガイダンスＯＮとガイダンスＯＦＦの動作を画面例を使用
して説明する。
　図３は、各機能の設定状態を表示する設定状態表示画面から機能を設定する設定メイン
画面へ入るための手順を示した画面例を示す図である。画面には各機能の設定状態が一覧
で表示されている（図３－１）。左下の設定ボタンを押すと（図３－２）、設定メイン画
面に入る（図３－３）。
【００２５】
　設定メイン画面では、各項目がボタン表示になっており、選択状態にある項目のボタン
枠にカーソルが当たり、選択状態を示す表示となっている。設定メイン画面に入った直後
のカーソル位置は前回設定を変更した項目となっている。前回設定した項目は、前回の選
択位置として不揮発性メモリ１０３に記憶されており、システム起動後初回の表示の場合
は初期設定項目にカーソルが合っている。また、設定メイン画面に入った直後に限っては
、選択肢の一覧性を確保するためにガイダンスＯＮ、ＯＦＦにかかわらずガイダンス表示
は行わない。
【００２６】
　図４は、ガイダンスＯＮの場合に選択肢を選択するための手順を示した画面例を説明す
る図である。各項目のボタンに表示されたアイコンが現在の設定状態を表しており、それ
ぞれ設定サブ画面で設定変更できる。ここではＡＷＢ、（ＡＵＴＯ ＷＨＩＴＥ ＢＬＡＮ
ＣＥ）を選択する操作を説明する。
【００２７】
　設定メイン画面では、初期状態でＡＦの動作を決める選択肢「ＯＮＥ ＳＨＯＴ」にカ
ーソルが当たっている（図４－１）。この状態で「ＡＷＢ」ボタンをタッチダウンすると
（図４－２）、カーソルがＡＷＢに移動し、同時にＡＷＢに関する内容の説明ガイダンス
が表示される（図４－３）。
【００２８】
　図５は、選択肢を決定し設定サブ画面に画面遷移する手順を示した画面例を説明する図
である。図４の操作を行ったあと、もしくは前回の最後の操作でＡＷＢを選択状態にして
、図３の操作を行った後にＡＷＢが選択状態になっている（図５－１）。選択状態のＡＷ
Ｂをタッチすると（図５－２）、ＡＷＢ設定のためのサブ画面に画面遷移する（図５－３
）。
【００２９】
　図６は、ガイダンスＯＦＦの場合の選択肢を決定するための手順を示した画面の例を説
明する図である。設定メイン画面において（図６－１）、ＡＷＢボタンをタッチすると（
図６－２）、設定サブ画面に遷移する（図６－３）。ガイダンスＯＦＦの場合は、タッチ
前のカーソル位置がどこであっても１回タッチで選択肢の決定動作を行うため、ガイダン
スＯＮの時に比べてタッチ回数を１回減らすことができる。
【００３０】
　次に、選択肢の選択、決定処理に関してＣＰＵ１０１が実行する動作制御処理の流れを
説明する。
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　図７は、設定状態表示画面から設定メイン画面に遷移するときのＣＰＵ１０１の処理の
流れを示したフローチャートである。この動作制御処理は、不揮発性メモリ１０３に記録
されたプログラムを、ワークメモリとして機能するメモリ１０２に展開してＣＰＵ１０１
が実行することで実現する。
　Ｓ７０１において、設定モードボタンのタッチダウン検出を行う。カメラの設定状態を
表示した設定状態表示画面（図３－１）において、画面左下の設定ボタンのタッチダウン
を検知するとＳ７０２に進み、ボタン色が押し下げ状態にあることを示す色に変化させる
（図３－２）。
【００３１】
　次に、Ｓ７０３において、ボタンのタッチアップ検出を行い、タッチアップが検出され
たらＳ７０４に進み、設定メイン画面に遷移する。
　次に、Ｓ７０５において、選択状態にある前回の選択位置の選択肢に選択枠を描画する
（図３－３）。前回の選択位置とは、図８（Ｓ８０３）で記憶されたカーソル位置のこと
で、詳細は後述する。
【００３２】
　図８は、選択肢の選択および決定、設定サブ画面への画面遷移のＣＰＵ１０１の処理の
流れを示したフローチャートである。
　Ｓ８０１において、設定メイン画面（図４－１）でボタンのタッチダウン検出を行う。
ボタンのタッチダウンを検知したらＳ８０２に進み、現在の選択位置の選択枠を消去する
。その後、Ｓ８０３に進み、現在の選択位置を前回の選択位置としてメモリ１０２に記憶
する。
【００３３】
　次に、Ｓ８０４において、タッチダウン位置のボタン色を押し下げ色に変更し、その後
、Ｓ８０５に進み、タッチダウンされた位置を現在の選択位置としてメモリ１０２に記憶
する。
　次に、Ｓ８０６において、タッチアップ検出を行い、タッチアップを検出したらＳ８０
７に進み、現在の選択位置のボタンの押し下げ色を消し選択枠を描画する。
【００３４】
　次に、Ｓ８０８において、ガイダンスＯＮ、ガイダンスＯＦＦ状態を判断する。ガイダ
ンスＯＦＦの場合はＳ８１１に進み、設定サブ画面に遷移する。また、ガイダンスＯＮの
場合はＳ８０９に進み、現在の選択位置と前回の選択位置の比較処理を行う。この比較の
結果、選択位置が変わっている場合はＳ８１０に進み、現在の選択位置に関するガイダン
スを表示して処理を終了する。
【００３５】
　一方、Ｓ８０９の比較で選択位置が変わっていない場合、すなわち、既に選択されてい
るボタンを２度目タッチされたため、Ｓ８１１に進んで設定サブ画面に画面遷移処理を行
う。
　本実施形態においては、前述のような処理が行なわれることにより、Ｓ８０８の判断で
ガイダンスＯＦＦの場合、前回の選択位置にかかわらず設定サブ画面に遷移するため操作
ステップ数を減らすことができる。
【００３６】
　なお、前述した図７、図８の制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複数のハー
ドウェアが処理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。また、本発明をその
好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明は特定の実施形態に限られるものでは
なく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発明に含まれる。
【００３７】
　また、上述した実施形態においては、本発明を表示制御装置に適用した場合を例にして
説明したが、これはこの例に限定されず項目一覧の中からタッチで項目を選択するタッチ
パネルを用いた装置であれば適用可能である。すなわち、本発明はパーソナルコンピュー
タやＰＤＡ、携帯電話端末や携帯型の画像ビューワ、ディスプレイを備えるプリンタ装置
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、デジタルフォトフレーム、音楽プレーヤー、ゲーム機、電子ブックリーダーなどに適用
可能である。
　（他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種コンピュータ読み
取り可能な記憶媒体を介してシステム或いは装置に供給する。そして、そのシステム或い
は装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムコードを読み出して実行す
る処理である。この場合、そのプログラム、及び該プログラムを記憶した記憶媒体は本発
明を構成することになる。
【符号の説明】
【００３８】
１００　表示制御装置、１０１　ＣＰＵ、１０２　メモリ、１０３　不揮発性メモリ、１
０４　画像処理部、１０５　ディスプレイ、１０６　操作部、１０７　記録媒体Ｉ／Ｆ、
１０８　記録媒体、１０９　外部Ｉ／Ｆ、１１０　通信Ｉ／Ｆ、１５０　内部バス

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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